
令和８年3月１６日（月）に、裁判員経験者と法曹三者による
意見交換会を開催しました。その概要についてご紹介いたします。

リアル裁判員
ってどうなん？

～法曹三者と裁判員等経験者の意見交換会～

東京地裁

今回の意見交換会には、裁判員経験者お二人と
法曹三者（裁判官・検察官・弁護士）のほか、
都内の高校に通う高校生及び都内在住の高校生
約５０名にもご参加いただき、さまざまな質問
をしていただきました。

意見交換会の前には、裁判
員制度の説明を受けたり法
廷を見学したりしたよ！



Ｑ．殺人などの重い犯罪の裁判員になってしまった
ら怖いとか、被告人からどう思われるだろうという
不安はなかったですか？

Ａ．選ばれる前に、この事件は人
が亡くなっている事件だという説
明があり、辞退したい人は申し出
ることができました。最初は不安
でしたが、やってみて、あまり心
配しなくてよかったというのが今
の印象です。

裁判員も被告人
に質問できるん
だ。びっくり！

Ａ．被告人に質問するときなど、恨まれるのでは
ないかという不安が最初はありましたが、服装が
自由で、マスクや眼鏡を付けてもＯＫ、呼ばれる
ときも一番、二番という形で呼ばれて名前が出な
いので、あまり心配する必要はなかったです。



Ｑ．法律の知識がなくても裁判員ってできる
んでしょうか。難しくなかったですか？

Ａ．私は法律の専門用語はまったく知りませんでし
たが、検察官や弁護士さんからいただく資料は注釈
もあって分かりやすかったですし、分からなかった
ことを評議の中で裁判官に聞くと全部教えてくださ
るので、全然問題はありませんでした。

Ａ．昔学校で模擬裁判をやったときは正直よくわか
らなかったのですが、実際の裁判は、模擬裁判より
もたくさん時間を使い、ゆっくり分かりやすく進む
ので、心配しなくていいと思います。

検察官は分かりやすく立証する工夫を積み重
ねてきています。少ない紙になるべく平易な
言葉でまとめるようにし、裁判員の皆さんが
メモを取らなくても、話が終わったときに内
容が理解できるように工夫しています。

堀越検察官

分かりやすい説明をするのは当然です。弁護
士は法廷の場で説得をしなければならないと
考えて、言葉で伝える技術を磨いています。
決して簡単なことではなく、そこにやりがい
があります。私自身一生かけて修行している
気持ちです。赤木弁護士



意見交換会を終えて

経験者の方が、評議では、自由に意見を
言えたと仰っていてとても頼もしく感じ
ました。これからも、法曹三者と裁判所
職員が力を合わせて、より参加しやすい
刑事裁判を実現しますので、皆さんも、
ぜひ、前向きに、気楽に、裁判員裁判に
参加してみてください！

司会・岩見裁判官

Ａ．裁判官が司会をしてくれて、発言していない人がいると、
何番さんはどう思いますかと話をふってくれたりもしたので、
意見が言いにくい雰囲気はなかったです。

Ｑ．評議の際、意見を言いにくい雰囲気はありませんでしたか？

Ａ．初めはちょっと自分の意見は言わないほうがいいかなと
思っても、実際に言ってみると、そういう視点もあるんです
ねと真摯に受け止めてもらえたので、発言できるようになり
ました。

裁判員には老若男女、いろんな職業の方がい
て、いろんな視点の意見が出るのですが、そ
れはむしろウェルカムです。いろんな視点の
意見を言っていただくことで、いい判断がで
きると思っています。

平出裁判官
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